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冊

戸惑うことが多い俳句季語の
よみの悩みを解消

●難しいよみや当て字が多い俳句季語の正確な“よ
み”を、簡単に調査できるよみかた辞典です。『季
語季題よみかた辞典』（1994.7刊）の語義・語釈を
より適切なものに見直した21年ぶりの最新版。

季節のことば 2万語を収録
●四季の行事、祭り、伝承、しきたり、気象、

草木花などの季語20,700語を、先頭漢字の総画
数順に収録。先頭漢字の総画数ガイド、音訓
読みガイドも収載。

季語季題辞典としても使える
●各語には簡単な語義・語釈を記載しているので、

改めて辞書・事典を引く必要がなく、手軽な
季語辞典としても役立ちます。

五万米ごまめ、三朝綱引みささつなひき、金剛草こまつなぎ、小六月ころくがつ…

●正確な“よみ”を効率良く調査できる●

俳句季語よみかた辞典
日外アソシエーツ 編　A5・620頁　定価（本体6,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2557-3　2015年8月刊行
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【更】

6更衣　ころもがえ　［人］　季節に応じて衣服をかえること。
特に夏服への衣替えをさす　季 夏

7更沙木瓜　さらさぼけ　［植］　木瓜の一種　季 春
9更待　ふけまち　［天］　臥待月をさらに一夜経た夜半の月

である。一眠りしてから見かける月　季 秋
更待の月　ふけまちのつき　［天］　更待月の別称　季 秋
更待月　ふけまちづき　［天］　陰暦二十日の月　季 秋

10更紗うつぎ　さらさうつぎ　［植］　卯の花の一種　季 夏
更紗やんま　さらさやんま　［動］　蜻蜒（やんま）の一種　

季 秋
更紗木蘭　さらさもくれん　［植］木蓮の一種　季 春

【串】
6串羽子　くしばね　［人］　正月の羽子つき遊びに用いる羽

子の一つ。竹串に羽をはさんだもの　季 新年
6串柿　くしがき　［人］　干柿の別称　季 秋
串柿造る　くしがきつくる　［人］　秋、渋柿を干して干柿を

作ること　季 秋
串柿飾る　くしがきかざる　［人事］　正月に柿を注連縄・蓬

莱・鏡餅などに添えて飾ること　季 新年

梅雨鯰　つゆなまず　［動］　鯰の一種　季 夏
9梅屋敷　うめやしき　［植］　梅の生えた屋敷　季 春
梅紅葉　うめもみじ　［植］　晩秋まで残った梅の葉が紅葉

したもの　季 秋
10梅剥　うめむき　［人］　梅の実をとって媒染用にむくこと

　季 　夏
梅桃　ゆすらうめ　［植］　バラ科の落葉低木の実。春、白色

または淡紅色の五弁花が咲き、六月ごろ球形の実をつける。
花は春の季語　季 春

梅酒　ばいしゅ，うめしゅ，うめざけ　［人］　実梅を焼酎に
漬けた口当たりの軽い果実酒　季 夏

梅翁忌　ばいおうき　［宗］　陰暦三月二十八日、江戸時代の
談林派俳人西山宗因の忌日　季 春

【梅】
梅　うめ　［植］　早春に一番早く花をつけ、古くから親しまれ

ている。実は食用にもなる　季 春
0梅が枝うたう　うめがえうたう　［宗］　正月七日の白馬節会

で、催馬楽の一つである梅が枝を歌うこと　季 新年
梅が枝うたふ　うめがえうたう　［人］　正月七日の白馬節会

内容見本

点訳・朗読ボランティア
俳人・俳句研究者

学校図書館
日本語教育機関、マスコミ関係機関…

にお薦めします

2文字めの
総画数順が

示されているので
検索しやすい

先頭漢字の
総画数順に

収録


